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　調
布
市
が
二
〇
一
九
年
の
ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
自
治
体

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
当
財
団
は
、
調
布
市
文
化
協
会
と
と
も
に
、
大

会
の
機
運
醸
成
や
そ
の
後
の
レ
ガ
シ
ー
に
向
け
て
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
か
ら
は
、
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
先
の
世
代
へ
、明
る
い
未
来
と
夢
を
の
こ
す
た
め
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
「
一
〇
〇
年
後
の
君
へ
。」
を
作
成
し
、
事
業
を
展
開
し
て
参
り

ま
し
た
。

「
た
づ
く
り
ア
ス
リ
ー
ト
ワ
ン
ダ
ー
ウ
ォ
ー
ル
！
」
と
題
し
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
壁
面
を
使
い
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
驚
異
の
身

体
能
力
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
シ
ル
エ
ッ
ト
ア
ー
ト
を
始
め
、
ブ
ロ
ッ

ク
で
製
作
さ
れ
た
モ
ア
イ
像
や
武
蔵
野
の
森
競
技
場
の
模
型
展
示
、

さ
ら
に
は
「
能
」
の
体
験
事
業
な
ど
を
と
お
し
て
日
本
の
伝
統
芸
能

に
触
れ
て
も
ら
う
な
ど
、
調
布
な
ら
で
は
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
文
化
・
芸
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　文
化
が
個
人
の
学
び
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
芸
術
文
化
で
地
域
を
豊

か
に
と
い
う
動
き
の
中
で
、
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
の
高
ま
り
が
顕
著

に
な
り
、
平
成
二
十
九
年
六
月
に
は
、
社
会
状
況
の
変
化
を
反
映
し

「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」
が
「
文
化
芸
術
基
本
法
」
に
改
正
と
な

り
ま
し
た
。

文
化
が
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
や
福
祉
、
教
育
な
ど

と
密
接
に
連
携
・
協
働
し
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
、
文
化
的
な
生
活
を
営
む
上
で
欠
く
こ
と
が
出
来

な
い
伝
統
的
な
諸
芸
や
文
化
・
芸
術
を
暮
ら
し
の
中
に
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
誰
も
が
生
き
る
こ
と
の
豊
か
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　文
化
は
、
お
互
い
に
関
係
し
合
う
こ
と
で
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、

時
代
性
を
よ
り
深
く
表
現
し
た
も
の
へ
と
変
容
し
続
け
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
有
形
、
無
形
の
文
化
は
、
次
の

世
代
に
ど
ん
な
形
で
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後

も
、
多
様
な
調
布
文
化
を
紡
ぎ
、
一
本
の
糸
を
作
り
、
未
来
に
生

き
る
誰
か
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　一
〇
〇
年
後
、
伝
統
は
受
け
継
が
れ
、
調
布
な
ら
で
は
の
彩
り

豊
か
な
文
化
の
花
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
・
・
・
。
そ
ん
な
夢
の

実
現
に
向
け
て
、
調
布
の
文
化
の
歴
史
を
積
み
重
ね
、
育
て
て
い

た
だ
い
て
い
る
文
化
協
会
の
皆
様
と
共
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 

彩
り
豊
か
な
文
化
が
輝
く
ま
ち
を
文
化
協
会
と
と
も
に
―

　『
一
〇
〇
年
後
の
君
へ
。
』

公
益
財
団
法
人
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
　
　

常
務
理
事
　
吉
田 

育
子　
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開
会
式

　
第
二
十
六
回
調
布
市
民
文
化
祭
の
開

会
式
が
文
化
会
館
た
づ
く
り
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
側
か
ら
文

化
協
会
会
長
・
加
藤
弘
子
氏
と
調
布
市

長
・
長
友
貴
樹
氏
、
続
い
て
来
賓
調

布
市
議
会
議
長
・
田
中
久
和
氏
の
ご
挨

拶
が
あ
り
、
来
賓
と
主
催
者
が
紹
介
さ

れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
会
式
に
は

五
三
二
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　「
水
晶
の
歌
声
と
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の

可
憐
な
響
き
」
と
題
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
歌
姫
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
多
く
の
人
々
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
　
文
化
祭
プ
ラ
ザ

　
調
布
市
役
所
前
庭
と
文
化
会
館
た
づ

く
り
東
側
広
場
で
行
わ
れ
た
プ
ラ
ザ
は

雨
の
為
十
月
二
十
一
日
（
土
）
は
舞
台

の
み
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
本
部
テ
ン

ト
の
文
化
祭
宣
伝
、
い
け
ば
な
連
盟
、

工
芸
美
術
協
会
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

協
会
、
将
棋
連
盟
そ
し
て
囲
碁
連
盟
は

予
定
通
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
月

二
十
二
日
（
日
）
は
荒
天
の
為
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
参
加
総
数
は
出
演
者
、
出
展

者
、
観
覧
者
、
開
会
式
参
加
者
を
含
め

て
三
三
，九
七
二
人
で
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

4
・
28 

第
51
回
「
総
会
」「
懇
親
会
」

　
　 

出
席
理
事
評
議
員
90
名

5
・
28
〜
29
　
研
修
交
流
旅
行

　
交
流
先
・
静
岡
県
袋
井
市
文
化
協
会

 

参
加
者
32
人

5
・
27
〜
10
・
27「
実
技
講
座
」「
文
化
講
座
」

 

10
団
体
・
参
加
人
数
３
１
１
人

5
・
31 

調
布
市
長
と
語
る
懇
親
会

5
・
31 

第
一
回
理
事
会

7
・
15 

広
報
誌
「
会
報
59
号
」
発
行

8
・
5
〜
6
　
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会 

 

と
の
交
流
。
木
島
平
夏
祭
り

 

（
第
33
回
）『
盆
踊
り
』
と
「
交 

 

流
懇
親
会
」
参
加
者
31
名

10
・
19
〜
11
・
19
第
62
回
調
布
市
民
文
化
祭 

 

開
催
26
団
体

 

3
機
関  

 
 

（
東
部・西
部・北
部
公
民
館
）参
加

2
・
13
　
第
2
回
理
事
会
　
議
題
　
役
員 

 

改
選
・
規
約
改
正
案
審
議

2
・
23
　
文
化
協
会
主
催「
第
21
回
生
涯 

 
学
習
講
演
会
」 「
江
戸
文
化
と 

 
浮
世
絵
」 

大
学
講
師 

日
本
語 

 

日
本
文
学
博
士
　
藤
澤 

茜
氏

第
62
回
調
布
市
民
文
化
祭
　

　
　
実
行
委
員
会
報
告
書

文
化
祭
開
催
期
間

10
月
19
日（
木
）〜
11
月
19
日（
日
）

標
語  「
調
布
で
奏
で
る
文
化・芸
術
の
調
べ
」

参
加
団
体

29
団
体
・
機
関（
3
公
民
館
26
団
体
）

開
会
式

10
月
19
日 

た
づ
く
り
、く
す
の
き
ホ
ー
ル

記
念
公
演

『
水
晶
の
歌
声
と
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の
可
憐

な
響
き
』

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
姫
　
ナ
タ
ー
シ
ャ・グ
ジ
ー

文
化
祭
プ
ラ
ザ

10
月
21
日
〜
10
月
22
日
　

　
調
布
市
役
所
前
庭
他

文
化
祭
参
加
団
体

　
大
会
・
発
表
部
門
19

　
展
覧
・
展
示
部
門
7

地
域
文
化
祭（
東
部
・
西
部
・
北
部
公
民
館
）

10
月
28
日
〜
11
月
5
日

実
行
委
員
会
　

6
回
開
催

市
民
文
化
祭
参
加
者
総
数

３
３
，９
７
２
人（
前
回
３
９
，０
９
９
人
）

第62回　調布市民文化祭

「調布で奏でる文化、芸術の調べ」

2017 年 10 月 19 日（木）〜 11 月 19 日（日）
文化祭プラザ   10 月 21 日（土）〜 22 日（日）
於調布市役所前庭



　
　
　平
成
二
十
九
年
度

　
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
と
の
交
流

　
　
　第
三
十
三
回
木
島
平
村
夏
祭
り
盆
踊
り
へ
の
参
加

　
　
民
謡
舞
踊
好
友
会
　
伊
藤 

京
子
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天
候
に
恵
ま
れ
、
順
調
な
出
発
で
、

交
流
会
場
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平
に

予
定
よ
り
早
目
の
到
着
。
木
島
平
村
芸

術
文
化
協
会
の
方
々
と
調
布
市
文
化
協

会
の
人
達
に
よ
る
唄
、
踊
り
、
ダ
ン
ス
、

手
品
な
ど
披
露
さ
れ
、
お
互
い
に
親
睦

を
深
め
、
和
気
藹
々
の
楽
し
い
懇
親
会

が
営
ま
れ
ま
し
た
。
日
が
落
ち
て
、　

い
よ
い
よ
夏
ま
つ
り
会
場
へ
、
煌
々
と

照
ら
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
に
、
村
の
人
達

も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
に
よ

る
吹
奏
楽
、
小
中
学
生
の
す
ば
ら
し
い

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
木
島
平
村
長
、

調
布
市
長
の
御
挨
拶
に
続
き
実
行
委
員

長
の
開
催
宣
言
、
さ
あ
輪
に
な
っ
て
、

「
木
島
平
ど
ど
ん
か
」
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
か
ら
す
踊
り
」「
盆
じ
あ
も
ん
」

等
の
微
妙
に
難
し
い
手
の
動
き
足
の
運

び
を
覚
え
る
事
で
楽
し
い
汗
が
出
ま
す
。

　
人
の
輪
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
調
布

音
頭
は
民
謡
舞
踊
好
友
会
の
人
達
は
櫓

の
上
で
、
下
で
は
市
職
員
の
多
勢
の
揃

い
の
浴
衣
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
又

手
作
り
の
山
車
に
賞
が
で
ま
し
た
。
突

然
明
り
が
消
え
、
夜
空
に
打
ち
げ
ら
れ

た
花
火
、
す
ぐ
目
の
前
、
頭
の
上
で
見

る
醍
醐
味
、
上
が
る
ご
と
に
大
歓
声
、

ま
つ
り
は
終
り
ま
し
た
。
翌
日
は
諏
訪

湖
へ
。

　
湖
畔
に
あ
る
北
澤
美
術
館
で
ガ
ラ
ス

工
芸
の
先
駆
者
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
作

品
を
見
学
。
葛
飾
北
斎
や
日
本
の
古
い

物
に
影
響
を
受
け
た
作
品
が
多
く
驚
き

と
感
銘
を
受
け
た
す
ば
ら
し
い
作
品
、

良
き
芸
術
に
触
れ
、
目
の
保
養
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
役
員
の
方
々
の
お
心

使
い
に
楽
し
く
す
ば
ら
し
い
二
日
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝

諏訪湖間欠泉センター
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　「第
62
回
調
布
市
民
文
化
祭
」

（
公
財
）
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課

　土
井 

尚
治

　
　

　私
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
市
民
文
化
祭
担
当
と
な
り
、
実
行
委
員
の
皆
様

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
、
三
回
目
の
調
布
市
民
文
化
祭
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
の
文
化
祭
は
会
期
中
、
二
度
の
台
風
の
上
陸
な
ど
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

非
常
に
残
念
で
し
た
が
、
文
化
祭
プ
ラ
ザ
の
縮
小
や
催
し
物
の
終
了
時
間
の
短
縮

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
展
覧
・
展
示
、
発
表
会
の
会
場
に
多
く
の
方
に
ご
来

場
し
て
い
た
だ
き
、
調
布
の
文
化
・
芸
術
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
実
行
委
員
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
や
連
携
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
調
布
が
奏
で
る
文
化
・
芸
術
の
調
べ
」
が
、
こ
れ
か

ら
も
広
く
市
民
の
皆
様
に
広
が
り
、
調
布
市
の
文
化
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

いけばな連盟

美術協会

民謡連盟

奇術協会

映像協会

三曲協会

電通大古典ギター部

音楽連盟

ハワイアンフラ協会

民謡舞踊好友会

茶道連盟

将棋連盟

囲碁連盟

演劇協会

琵琶邦楽協会

工芸美術協会 フラワーデザイン協会 書道連盟
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　「第
62
回
調
布
市
民
文
化
祭
」

（
公
財
）
調
布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課

　土
井 

尚
治

　
　

　私
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
市
民
文
化
祭
担
当
と
な
り
、
実
行
委
員
の
皆
様

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
、
三
回
目
の
調
布
市
民
文
化
祭
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
の
文
化
祭
は
会
期
中
、
二
度
の
台
風
の
上
陸
な
ど
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

非
常
に
残
念
で
し
た
が
、
文
化
祭
プ
ラ
ザ
の
縮
小
や
催
し
物
の
終
了
時
間
の
短
縮

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
展
覧
・
展
示
、
発
表
会
の
会
場
に
多
く
の
方
に
ご
来

場
し
て
い
た
だ
き
、
調
布
の
文
化
・
芸
術
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
実
行
委
員
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
や
連
携
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
調
布
が
奏
で
る
文
化
・
芸
術
の
調
べ
」
が
、
こ
れ
か

ら
も
広
く
市
民
の
皆
様
に
広
が
り
、
調
布
市
の
文
化
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

いけばな連盟

美術協会

民謡連盟

奇術協会

映像協会

三曲協会

電通大古典ギター部

音楽連盟

ハワイアンフラ協会

民謡舞踊好友会

茶道連盟

将棋連盟

囲碁連盟

演劇協会

琵琶邦楽協会

工芸美術協会 フラワーデザイン協会 書道連盟



会      　報調布市文化協会 平成30年 3 月20日　⑹
日
　
時
　
平
成
30
年
2
月
23
日（
金
）18
時
〜

会
　
場
　
た
づ
く
り
8
Ｆ
　
映
像
シ
ア
タ
ー

講
　
師
　
大
学
講
師

　
　
　
　
日
本
語
日
本
文
学
博
士

　
　
　
　
藤
澤 

茜 

氏

出
席
数
　
1
０
０
名（
定
員
1
０
０
名
）

　
講
演
は
講
師
が
準
備
さ
れ
参
加
者
全

員
に
配
布
さ
れ
た
資
料
に
従
っ
て
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
資
料
に
は「
浮
世
絵
か

ら
わ
か
る
こ
と
」
と
し
て
図
1
か
ら
図

12
が
あ
り
、
歌
川
国
貞
の
自
分
の
将
来

を
考
え
る
少
女

の
画
、
歌
川
国

芳
の
源
平
盛
衰

記
の
み
の
逸
話

を
も
と
に
書
か

れ
た
一
の
谷
合

戦
に
お
け
る
鵯

越
の
逆
落
と
し

の
図
の
説
明
が

印
象
的
で
し

た
。
又
歌
舞

伎
か
ら
影
響

受
け
た
初
代

鳥
居
清
倍
の

超
人
的
な
力

を
持
つ
正
義

感
あ
ふ
れ
る

主
人
公
の
図

や
歌
川
国
芳

の
忠
臣
蔵
夜

打
之
図
等
、
丁
寧
で
解
り
易
い
解
説
を

頂
き
ま
し
た
。

　
現
存
す
る
浮
世
絵
の
殆
ど
は
江
戸
時

代
に
絵
師
、
彫
師
そ
し
て
刷
師
に
よ
る

版
画
で
肉
筆
画
は
少
な
い
と
の
事
で

す
。
今
回
の
講
演
で
浮
世
絵
を
鑑
賞
し

江
戸
時
代
を
理
解
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
質
疑
応
答
が
あ
り
、
楽

し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
最
後
ま
で

熱
心
に
聞
か
れ
浮
世
絵
に
対
す
る
知
識

と
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
事
と
思
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
十
三
名
最
初
準
備
体
操
か
ら

ベ
ー
シ
ッ
ク
を
し
て
憩
い
に
入
り
ま
し

た
。
振
付
の
曲
に
は
い
り
皆
さ
ん
楽
し

く
ス
マ
イ
ル
と
腰
の
動
か
し
か
た
、
手

は
波
の
よ
う
に
動
か
し
て
頂
き
ま
し
た

の
で
皆
さ
ん
楽
し
い
、
あ
ー
疲
れ
た
で

汗
び
っ
し
ょ
り
頑
張
っ
て
続
け
ま
す
の

声
が
と
び

　
皆
さ
ん
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す

と
云
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
調
布
市
の
文

化
協
会
役
員
、
市
職
員
の
方
、
さ
さ
え

て
下
さ
る
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
感
謝
致
し
ま
す
。

　
第
21
回
生
涯
学
習
講
演
会

　
テ
ー
マ
　
江
戸
文
化
と
浮
世
絵

調
布
市
文
化
協
会
　
副
会
長
　
吉
田 

正
夫
　

　
男
女
年
齢
層
も
幅
広
く
健
康
作
り

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
協
会
　
富
澤 

登
代
子
　

実
　
　
技
　
　
講
　
　
座



会      　報⑺　平成30年 3 月20日 調布市文化協会

　
昨
年
十
月
七
日
（
土
）
十
四
日
（
土
）

二
十
一
日
（
土
）
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、

三
回
に
わ
た
っ
て
初
心
者
を
対
象
と
し

た
実
技
講
座
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
初
心
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
漢
詩
の

起
承
転
結
の
こ
と
を
は
じ
め
、
腹
式
呼

吸
に
よ
る
発
声
法
か
ら
吟
じ
る
と
き
の

姿
勢
な
ど
ご
指
導
い
た
し
ま
し
た
。
一

回
目
は
多
少
緊
張
気
味
の
皆
さ
ん
で

し
た
が
、
二
回
目
か
ら
は
心
も
体
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
詩
吟
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
石
川 

丈
山 

作
「
富
士
山
」
や
菅
原 

道
真 

作
「
九
月
十
日
」
そ
し
て
短
歌

「
東こ

風ち

吹
か
ば
」
等
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
、
だ
ん
だ
ん
お
腹
か
ら
声
が
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
中
に
は
と
て
も
初

心
者
と
は
思
え
な
い
程
、
上
手
に
な
ら

れ
て
将
来
有
望
！！
と
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
三
回
の
講
座
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
伝
統
文
化
の

一
つ
で
あ
る「
詩
吟
」か
ら”  

礼
と
節 

”

の
大
切
さ
と
漢
詩
の
作
者
の
心
を
学

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
日
本
は
世
界
に
誇
る
？
長
寿
国
と

な
り
ま
し
た
。
腹
式
呼
吸
で
健
康
を
維

持
し
て
参
り
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
詩
吟
を
通
し
て
、
地
域

社
会
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
秋
の
文
化
祭
が
近
づ
く
中
、
十
月
三

日
と
十
日
の
二
日
間
、
文
化
会
館
た
づ

く
り
の
花
水
木
と
百
日
紅
の
日
本
間
を

広
く
明
け
て
三
十
七
名
の
参
加
者
を
頂

き
、
舞
踊
講
座
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
に
調
布
市
報
で
知
っ
た
と
云

う
方
達
か
ら
「
ど
う
い
う
踊
り
を
講
習

す
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
云
う
お
電
話

を
頂
き
「
初
め
て
の
方
で
も
踊
れ
る
よ

う
な
、
く
り
返
し
の
踊
り
で
す
」
と
説

明
し
ま
す
と
、
そ
れ
な
ら
講
習
を
受
け

た
い
と
喜
ん
で
く
れ
る
か
た
方
や
歌
謡

舞
踊
を
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
方
な

ど
様
々
で
曲
選
び
に
頭
を
悩
ま
し
ま
し

た
。
考
え
た
末
に
「
こ
れ
か
ら
小
唄
」

と
云
う
く
り
返
し
の
踊
り
と
舞
台
で

踊
っ
て
も
見
て
い
る
人
が
楽
し
め
る
様

な
「
草
津
節
」
を
講
習
曲
に
決
め
ま
し

た
。

　
講
習
が
始
ま
る
と
、
皆
さ
ん
踊
り
が

好
き
な
方
達
ば
か
り
な
の
で
、
和
や
か

に
そ
し
て
真
剣
に
、
終
る
頃
に
は
し
っ

か
り
２
曲
共
マ
ス
タ
ー
し
て
、
た
の
し

か
っ
た
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
講
座
に

な
り
ま
し
た
。

　
初
心
者
の
た
め
の
詩
吟
講
座

調
布
市
吟
剣
詩
舞
道
連
盟
　
副
理
事
長
　
神
賀 

秀
明
　

　
皆
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会
　
髙
橋 

起
世
子
　

実
　
　
技
　
　
講
　
　
座



事業名 実施団体 回
数 時間実施日 実施場所

予約日 予約場所

会      　報調布市文化協会 平成30年 3 月20日　⑻

　「
調
布
よ
さ
こ
い
２
０
１
７
」
は
今
年

も
例
年
通
り
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
ぜ
い
の
人
通
り
も
あ
り
、
年
々
に
ぎ

や
か
で
各
チ
ー
ム
の
元
気
な
踊
り
と

す
ば
ら
し
い
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
協
会
は
例
年
通
り
蓮
慶
寺
境
内

で
「
か
き
氷
」
の
出
店
で
す
。
て
い
ね

い
に
フ
ワ
フ
ワ
に
け
ず
っ
た
氷
に
、
あ

ま
い
ミ
ツ
を
た
っ
ぷ
り
か
け
「
さ
ぁ
ー

ど
う
ぞ
」
暑
い
日
ざ
し
の
中
で
踊
っ
た

皆
様
の
顔
が
ニ
ッ
コ
リ
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

「
あ
ー
お
い
し
い
」
ま
た
来
年
も
待
っ
て

い
ま
す
よ
！

第
28
回
「
木
島
平
村
芸
術
文
化
協

会
と
の
文
化
交
流
」
参
加
者
募
集

　
調
布
市
文
化
協
会
と
木
島
平
村
芸
術
文
化

協
会
と
の
姉
妹
都
市
文
化
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
木
島
平
村
の
第
34
回
夏
祭
り
「
盆

踊
り
」
に
参
加
し
、
木
島
平
村
芸
術
文
化
協

会
と
の
「
交
流
会
」
を
行
い
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
も
の
で
す
。

日

　時

　

	

平
成
30
年
8
月
4
日
（
土
）	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　5
日
（
日
）

宿
泊
先	

パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平

　
　
　
　

	

☎
〇
二
六
九
ー
八
二
ー
三
〇
〇
一

費

　用

　

	

一
四
、〇
〇
〇
円

	

（
宿
泊
費
、
昼
食
2
回
、

	

交
流
会
費
、
保
険
、
見
学
料
等
）

申
込
先	

所
属
団
体
又
は
文
化
協
会

	

事
務
局

　
異
常
な
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
日
本
列

島
で
す
が
咲
き
始
め
た
紅
梅
に
春
の
訪

れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
予
定
さ
れ
て
い

た
野
外
プ
ラ
ザ
の
二
日
間
は
強
風
の
為

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
展
覧
・
展
示
、

大
会
・
発
表
の
部
で
の
皆
さ
ん
の
積
み

重
ね
ら
れ
た
努
力
の
結
晶
は
多
く
の
市

民
の
方
々
に
喜
び
と
感
動
を
与
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
今
年
も
よ
り
前
進
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
。

吉
田 

正
夫
　

●  

編
集
後
記  

●

調
布
よ
さ
こ
い
２
０
１
７

調
布
市
文
化
協
会
　
田
代 

せ
つ
子

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

沖縄八重山民謡講座

囲碁入門

初心者のための将棋講座

押し花初心者講習会

なつかしい可愛い
和布で作るお人形

カラオケ実技講座
初級・中級

初心者のための詩吟講座

初心者向け舞踊講座

弾いて歌おう大正琴

水彩画基礎講座

調布市民謡連盟

調布囲碁連盟

調布市将棋連盟

調布市
フラワーデザイン協会

調布工芸美術協会

調布市
歌謡同好会連盟

調布市
吟剣詩舞道連盟

調布市
民謡舞踊好友会

調布市大正琴連盟

調布市美術協会

2

2

3

2

3

2

3

2

2

2

13:00 〜 15:00

  9:00 〜 11:30

10:00 〜 12:00

13:30 〜 15:30

13:00 〜 16:30

13:00 〜 16:00

13:30 〜 16:00

10:00 〜 12:00

13:00 〜 15:00

13:30 〜 16:30

平成30年 4月14日（土）
　　　　 4月21日（土）

平成30年 5月11日（金）
　　　　 5月25日（金）

平成30年 5月12日（土）
　　　　 5月19日（土）
　　　　 5月26日（土）

平成30年 5月18日（金）
　　　　 5月25日（金）

平成30年 6月  5日（火）
　　　　 6月12日（火）
　　　　 6月19日（火）

平成30年 7月  7日（土）
　　　　 7月14日（土）

平成30年 9月  8日（土）
　　　　 9月15日（土）
　　　　 9月22日（土）

平成30年 10月2日（火）
　　　　 10月9日（火）

平成30年 11月25日（日）
　　　　 12月  2日（日）

平成31年 2月14日（木）
　　　　 2月21日（木）

B1F 第 1
音楽練習室

9F 研修室

10F 1001 学習室

10F 1002 学習室

3F 301 会議室

B2F 第 1・第 2
音楽練習室

3F 305 会議室

和室「百日紅」
　　  「花水木」

9F 研究室

10F 1001 学習室

平成 30年　調布市文化協会　実技講座実施予定 


